
 

人間生活文化研究 Int J Hum Cult Stud. No.34 2024  

 

         保育の遊び場面におけるリスクマネジメントとは 427 

 

保育の遊び場面におけるリスクマネジメントとは 

―「リスク」概念の事例への適用― 
 

What is risk management in childcare play？ 

―Application of the concept of “risk” to precedents― 

 

板東 愛理香 

Erika Bando 

 

大妻女子大学大学院 人間文化研究科 人間生活科学専攻 博士後期課程 

 

キーワード：子ども，遊び，リスク 

 Key words：Child, Play, Risk  

 

 

１． 研究目的 

本研究の目的は，保育における「リスク」概念

を，実際の事例へ適用を試み，保育における「リ

スク」とは何かを明らかにすることを試みること

である．では，こうした目的に至った問題の所在

を述べていく． 

保育の遊び場面において保育者が子どもの遊び

の中で捉える危なさのどこまでを許容し，どこま

でを止めるのかという判断は容易ではない．とい

うのも，保育施設において保育者が子どもの安全

を守ることは無論重要である一方で，子どもの安

全を優先して禁止ばかりを増やしては子どもたち

が「主体的」1)に遊びを選び経験することを通して

育つ機会を阻害することになる．だからといって，

子どもがやりたいことをして死亡などの重大事故

があってはならない．では保育者は遊び場面にお

ける危なさをどのように捉え，子どもたちの安全

と育ちの両立を行なっていく必要があるのだろう

か． 

これまで，こうした保育における安全管理，つ

まりリスクマネジメントについて様々な分野から

研究が行われてきた．医学や安全学の分野から、

保育者がどの様に危なさを見つけ出しマネジメン

トしていく重要性が主張されてきた 2)．一方で教

育学や保育学からは、子どもは経験の中で危なさ

を学んでいくという主張がなされてきている 3)．

これらはそれぞれの立場から重要性を示すにとど

まっており，遊び場面における危なさの可能性，

つまり「リスク」はどの様なものであり，子ども

の育ちを踏まえた上で「リスク」をどの様に考え

ていけば良いのか明らかにしていない．そこで板

東（2022）は安全の国際規格を基に、保育の遊び

場面における「リスク」概念の提案を行なった 4)．

さらに，板東（2021）5)は板東（2022）における「リ

スク」概念を構成する要素の抽出を試みた．だが，

抽出した要素は，並列に示された観点にすぎず，

実際の状況の中でどの様に作用しているのかは明

らかにできていない． 

研究の目的は，保育における「リスク」概念を，

実際の事例へ適用を試み，保育における「リスク」

とは何かを明らかにすることを試みる．そうする

ことで，これまでの研究とは異なり，保育の実態の

即した「リスク」の考え方を提案することができ，

「リスク」マネジメントが検討可能になると考える． 

 

２． 研究実施内容 

今年度行ってきた内容は大きく分けて三点ある．

まず一つ目として，研究方法論の整理がある．柴

山（2023）は，「『研究アプローチ』と言っても，

その分類の仕方には研究者による違いが見られ

る．」6)と指摘した上で，以下の様に分類を整理し

ている． 
 

図 1．柴山（2023）「３つの研究アプローチの比較」 
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こうした分類の上で，本研究における存在論や

認識論がどのアプローチに依拠するものであるの

か整理していった．そうすることで，本研究で明

らかにしたいことが，研究的により精緻になると

考えられた． 

今回はリンカン，グーバ（2006）を参考とする

と，「実証主義」の存在論は「素朴なリアリズム」

－「『リアルな』現実，しかしそれを把握し理解し

得る」．認識論は「二元論／客観主義：発見物は真」

とされている 7)．これを「リスク」を明らかにす

る上で捉え直すと，“「リスク」は把握し理解する

ことができる”と考えられ，“「リスク」は揺るが

ない真”であると言い換えられる．つまり，「実証

主義」として「リスク」を捉えることで，「リスク」

は普遍的で誰が見ても同じ様に捉えられ，「リスク」

は把握することができると整理することができる

だろう．一律に「リスク」を捉えることで，事故

要因を排除していくことにはつながるであろう．

だが，実際に日々の保育の中で，保育者が「リス

ク」を捉え判断していくことが生じる．実際の状

況の中にいる人々が，状況をどう感じ行動してい

くのかによって，その状況が危ないかどうか（「リ

スク」の捉えられ方）は変わってくる．したがっ

て，「実証主義」のみから保育の「リスク」を捉え

ることには限界があると考える． 

では，一方で「構成主義（解釈的アプローチ）」保

育のリスクを捉えるとどのようになるだろうか．

解釈的アプローチ（リンカン，グーバによる「構

成主義」）では，存在論としては「地域的にそして

具体的に構築された現実」認識論は「相互作用的

／主観主義／つくり上げられた発見」とされてい

る．言い換えれば「リスク」とは地域や文化の中

で構築された現実であり，主観・相互に作りあげ

られるものであり，人々の解釈や相互作用に着目

することで明らかになると捉えられる．構成主義

の存在論，認識論に立つことで「リスク」は人に

よって捉え方がことなる．「リスク」はある文化の

中で構築されているものと考えることが出来ます．

その上で，どのような実践において遊び経験を保

障するかに焦点を当てていると考えられます． 

だが，その実践で実際に事故が起きたらどうか．

個々人の感覚の中で成り立っている「リスク」の

考え方だけでは，事故が起きた時点で根拠がない

ことが問題になる．理論的なデータを基にリスク

の形を表そうとせず，人々の解釈から作り上げら

れた形だけに依拠し「リスク」を考えることもま

た，限界があるのではないかと考える． 

つまり，この様に「実証主義」と「構成主義」の

存在論と認識論から保育の「リスク」を考えてい

くと，どちらか一方に依拠し，検討することは，

子どもの安全と自由な遊びの両面を保障すること

には適さないのではないかと考える．「実証主義」

に依拠する研究では，保育事故を減らすことが目

的であり，できる限り「リスク」を下げることを

目的としている． 

一方，「構成主義」に依拠していると捉えられる

研究は，実践の中でどの様に遊びを保障している

のかを明らかにしようとしている．これらは命に

関わる事故についてと，日々の保育における保育

者の判断についてが，別々に論じられているので

はないかと考える．命に関わる事故に焦点を当て

ている」ものでは，保育者が判断時に迷う様な状

況は扱われておらず，反対に実践の中でどの様に

保育者が遊びを保障しているのかという点に焦点

を当てるものでは，命に関わる事故がなぜ起きて

いるのか，と言ったデータや枠組みは扱っていま

せん．ですが，これらを別々に考えていては“死

亡事故を減らすために「リスクを下げる方法」”が

言われ，一方で“遊びの保障のために，一概に「リ

スク」を下げることは良くない”と言われ、両者

からそれぞれの主張が言われるという状況から脱

却することができないであろう．そこで，子ども

の安全と自由な遊びの尊重を両立するためには，

客観と解釈の両側面を合致させた上で考える必要

があるのではないかと考える． 

この様に，本研究の位置づく研究的立ち位置を，

社会学における研究方法論（主に「実証主義的ア

プローチ」，「解釈的アプローチ」，「批判的アプロ

ーチ」）からどのように整理できるのか，検討を重

ねていった．その結果，本研究は実証主義的アプ

ローチと解釈的アプローチ両者の側面を持ってい

る研究であると考えられた．これらの立場を混合

させた研究方法論の中で，本研究に適しているも

のを現在さらに吟味している． 

そして二つ目に，データの収集である．対象園

の選定をした上で，計 5 日間の調査を行った．保

育室内にビデオカメラを 4〜5 台用い，本研究が

対象としている大型の箱積み木を使って遊んでい

る場面を記録した．また，保育後に保育者へイン

タビューを行った． 

三つ目は，データの分析である．収集した映像

データの情報を，板東（2021）における「リスク」
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概念を枠組みとして用い，時間経過に沿って映像

に映る情報を図に示し整理していった．基本的に

はパワーポイントにおける一枚のスライドを 3秒

とし，遊び状況における「リスク」がどの様に変

化しているか，可視化を試みた．現在は，図に示

した映像記録の情報を，さらに分析し結果を抽出

していくための方法を検討している． 

 

３． まとめと今後の課題 

 本研究の目的は，保育における「リスク」概念

を，実際の事例へ適用を試み，保育における「リ

スク」とは何かを明らかにすることを試みること

である．そのために今年度は，研究方法論の整理，

データの収集，データ分析方法の検討を行ってき

た． 

 今後は，データの分析をさらに進める中で，依

拠する研究方法論の位置付けを整理し，本研究の

意義をより明確にしていきたい． 

 

付記 

本研究は大妻女子大学人間生活文化研究所の研究

助成（DA2305）「保育の遊び場面におけるリスク

マネジメントとは－「リスク」概念の事例への適

用－」を受けたものです． 
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